
（別紙４）

～ 2025年5月15日

（対象者数） 2人 （回答者数） 2名

～ 年月日

（対象者数） 2人 （回答者数） 2名

～ 年月日

（対象数） 2人 （回答数） ２園

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

園側への報告、共有のためのツール化（書類など）

2

安心して情報交流できる環境設定を行う。（面談室）

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○従業者評価実施期間 年月日

○事業所名 ステラ名駅東校

○保護者評価実施期間 2025年5月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年月日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年5月24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

児童発達支援事業所と併用で行っているため、園生活での困り

ごとや力をつけていきたいことを個別での支援に活かすことが

できたり、園側に対して効果的な支援を伝えたりできる。

園や家庭からの共有したことを、個別支援の計画に取り入れて

いる。

児童発達支援事業所にて毎回保護者との交流の場があるため

に、情報共有がしやすい。

毎週保護者と面談の場を設けることができるため、訪問の様子

をスピーディーに報告している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


